
産業振興計画に関する市町村及び住民との意見交換の概要 
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<全体> 

○産業振興計画は、地域の産業振興に非常に貢献している。 

<林業> 

○バイオマス発電所ができたが、なかなか材が集まらない。後継者や新たな担い手の

確保が課題。 

<人材> 

◆商人塾に参加し、人脈ができたことがよかった。商人塾のつながりで販路も広がっ

た。 

新たな施策への提案・要望 
<農業> 

○産振センターの販路拡大事業は、農業が対象外。農業で展示商談会に出展する際の

補助を検討いただきたい。 

◆農地を集約するには、手続きをもっと簡素化しないといけない。 

<観光> 

○食の総選挙の宿毛市版を考えている。県民総選挙の中の宿毛選挙区といったものを

イメージしているが、それが全市町村へ広がっていけばよい。 
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<水産> 

○原魚の確保が課題。漁師を雇い、船を貸すことも含めて検討する。冷凍保管体制の

整備にも取り組む。 

<観光> 

○外国人旅行客が増加している。台湾の大学との連携協定によりインバウンドを強化

していく。 

<人材> 

○後継者が不足している。宗田節の加工やホテルで人を募集しているが、なかなか応

募がない。そもそも地域に若い人が少ない。 

<移住> 

○雇用の問題もあるが、ますば住む場所、住環境の整備が大きな課題。 

新たな施策への提案・要望 
<観光> 

○二次交通の確保など、交通アクセスの充実を図ってほしい。 

◆ジオパークの取り組みでは、室戸ジオの世界認定に係る情報共有などで、県の協力

をいただきたい。 

四 

万 

十 

市 

<林業> 

○バイオマスができて、チップの価格が上がったのはすごくありがたいことだが、儲

けられるかというと別の話。ただ、山が動き出したのは間違いない。 

<外商> 

○産振アドバイザーを活用することで、加工、在庫管理等の見直しを図ることができ、

新たな事業展開にもつながった。 
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新たな施策への提案・要望 
<商工> 

◆店舗兼住宅で 2 階に人が住んでいる場合、出入口が 1 ヶ所では新しい店を開業しづ

らい。出入口を店舗用と住居用で分けるような改装費に対する補助があれば、もっ

と空き店舗の活用ができるのではないか。 

◆会社創業時に、補助制度ではなくファンドを活用できる仕組みは作れないか。 

<観光> 

◆四万十川上流の窪川までをエリアとした広域的な連携ができないか。 
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<全体> 

◆産振計画が始まって、いろんな事業者が生産体制や営業を強化しており、非常に効

果が出ていると思う。 

<移住> 

○空き家を貸してくれないことがネックとなっている。 

<人材> 

○地域活動に関する会を開いても、出てくるメンバーは固定化されている。新しい人

材を育てていきたい。 

新たな施策への提案・要望 
<水産> 

○お試し的に漁業を経験する仕組みを県でも検討してもらえるとありがたい。 

<移住> 

○県の移住コンシェルジュから各市町村の移住担当へつなぐ流れになっているが、そ

の間のクッションとなる、広域・ブロック単位での受け皿となる人や組織があって

も良いのではないか。 

<人材> 

◆1 つのプロジェクトに対して、顧問的についてもらって、継続的にアドバイスがも

らえるような支援が欲しい。 

<その他> 

◆異業種交流会を幡多でもやってもらえたらありがたい。 
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<農業> 

○農業だけでは安定的な収入を得ることは難しいので、農閑期に林業に従事するなど

の柔軟な取り組みも必要。 

○ユズの産地化に向けて、産振補助金をはじめ、県の支援策を活用させてもらってい

る。 

<林業> 

○バイオマスが近くにできたこともあり、林業での雇用の余地はあると思う。 

<商工（伝統産業）> 

○県の後継者育成対策事業では、受入先への支援もあり、受入側も受入れやすい体制

を作っていただけた。研修生と受入先の双方に支援ができるということで助かって

いる。 
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新たな施策への提案・要望 
<農業> 

○ユズ皮のオイル抽出した後の残渣を、飼料や肥料にできないかと考えている。もう

けがなくても、残渣処理費がかなりかかっている。処理費がかからない施設を何か

検討したい。 

◆ユズに特化しすぎず、ブロッコリーや米を入れた複合経営をしないといけないので

はないか。 

<人材> 

○これまでは国の雇用事業やふるさと雇用があったが、公社で雇っていた人の指導に

あと 1～2年必要なので、指導者としてきちんと育成できるような人材の事業があれ

ば助かる。 
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<水産> 

○活餌については、カツオ船が入ってきて活気があり、成果がある。活餌があるとな

いとでは全然違う。えさと燃料をワンストップで補給できるのは大きい。 

<外商> 

○町で取れた物を町で加工・販売し、町の産業を支える仕組みを作っていかなければ

いけない。その中心になるのが缶詰工場。 

○大きい企業を相手にすると言語が違う印象で、外商の壁を感じてしまう。外商の経

験者が欲しい。 

新たな施策への提案・要望 
<水産> 

○定置網に対する支援策が少ない。新規就労者に対する支援、漁具の改良・更新に対

する補助を検討していただきたい。 

<外商> 

◆幡多は距離の面で流通が不利。流通面で何らかの支援策が欲しい。 

<人材> 

◆人材育成、雇用のマッチングの部分で、支援をいただきたい。 
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